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エグゼクティブサマリー Executive Summary 
 Cosmos Newsletter on EMC & Safety 2024-11-01 No. 169 

IEC: 規格解説: CISPR 11 第 7.0 版 2024-02 工業、科学、医療機器 – 限度値

と測定方法(2/3) 
 CISPR 11 第 7.0 版 工業、科学、医療機器(ISM 機器) – 無線周波数妨害特性 – 限度値と測定方法

が、2024-02 付けで発行された。本第 7 版は、2015 年に発行された第 6 版、修正 1: 2016、及び

修正 2: 2019 をキャンセルして置き換える。この版は技術的な改訂版である。 

 

UNECE: 新たな国連規制により、世界中で運転支援システム(DCAS)を展開

する道が開かれる 
 運転者制御支援システム(DCAS)に関する新たな国連規制が、2024 年 3 月のセッションで

UNECE 世界車両規則調和フォーラム(WP.29)により採択されていたが、今回発効した。 

 9 月 30 日に発効した規制 171 号は、DCAS の安全性とパフォーマンス要件を規定している。ド

ライバーが常に対応可能で関与していることを保証するために、ドライバーの関与不足が検出

された場合に効果的な警告戦略を義務付けている。 

 

USA: FCC: 委員長、6 GHz 帯の運用を超低電力デバイスに拡大することを

提案 
 FCC の委員長は、6 GHz 帯の利用を超低電力(VLP)デバイスに拡大する新しい規則を提案した。

この新規則により、6 GHz 帯で運用されている既存の要免許サービスを保護しつつ、6 GHz 帯の

U-NII-6 (6.425～6.525 GHz)及び U-NII-8 (6.875～7.125 GHz)の部分の 350 MHz のスペクトラムに

わたって、U-NII-5 (5.925～6.425 GHz)及び U-NII-7 (6.525～6.875 GHz)帯で最近承認されたもの

と同じ電力レベルならびに技術的/運用上の保護で、超低電力(VLP)クラスの免許不要デバイス

が運用できるようになる。 

 

EU: イベント データ レコーダー: 2024/7/26/付け委員会委任規制 (EU) 
2024/2220 が発行 
 本規制は、欧州議会および理事会の規制 (EU) 2019/2144 を補足するものであり、この補足は、

イベント データ レコーダーに関する大型モーター車両を型式承認するための特定の試験手順と

技術要件に関する詳細な規則を規定する。 

 

総務省: IEC: CISPR: 国際無線障害特別委員会の本年度の開催概要とその会

議への対処方針 
 CISPR 会議本年度の開催概要:  令和 6 年 11 月 5 日から 11 月 15 日までの間、Web 会議において

開催予定（Ａ小委員会は 10 月 21 日から 10 月 25 日まで東京（日本）において、D 小委員会は

10 月 14 日から 10 月 18 日までブダペスト（ハンガリー）において開催予定） 

 ここでは次の文書から会議対処方針を抜粋で報告する。「電波利用環境委員会報告 概要～

CISPR の審議状況及び会議対処方針について～資料 182-3-1 令和 6 年 10 月 10 日 電波利用環境委

員会」 

 

総務省: 吸収電力密度の許容値の導入等: 無線設備規則等の一部を改正する省

令案の意見募集 
 諮問第 2035 号「電波防護指針の在り方」のうち「吸収電力密度の指針値の導入等」について一

部答申がなされ、6 GHz を超える周波数帯に対して吸収電力密度による指針値を適用すること

とされた。併せて、諮問第 2042 号「携帯電話端末等の電力密度による評価方法」のうち「6 

GHz～10 GHz における吸収電力密度の測定方法等」に対して､6 GHz を超え 10 GHz 以下の周波

数帯における吸収電力密度の測定方法が一部答申された。 

 今般、これらを踏まえた制度整備を行うため、無線設備規則等の一部を改正する省令案等を作

成し、当該省令案等に対して意見募集を行う。 
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IEC: 規格解説: CISPR 11 第 7.0版 2024-02 工業、科学、医療機器 

– 限度値と測定方法(2/3) 
 

 

 

 

 

Summary 

CISPR 11 第 7.0 版 工業、科学、医療機器(ISM 機器) – 無線周波数妨害特性 – 限度値と測定方法が、

2024-02 付けで発行された。 

本第 7 版は、2015 年に発行された第 6 版、修正 1: 2016、及び修正 2: 2019 をキャンセルして置き換

える。この版は技術的な改訂版である。この版には、以前の版に対する次の重要な技術的変更が含

まれている: 

a) 共通エミッション規格で規定されている要件に従って、グループ 1 機器の 1 GHz を超える周波

数範囲での放射妨害に対する限度値を導入。 

b) 共通エミッション規格で規定されている要件に従って、有線ネットワーク ポートでの伝導妨

害に対する限度値を導入。 

c) 無線送/受信機能を組み込んだ機器に対する要件を導入。 

d) さまざまなタイプのロボットの定義を導入。 

e) ロボットの測定セットアップや動作モードなど、ロボットを測定する際の特定の条件を規定。 

 

本第 7 版には、第 6 版の Amd. 1、Amd. 2 による変更は既存のものとして含まれておりますが、本解

説記事では今回の新規変更点としては、扱っておりません。 

第 6 版の Amd. 1、Amd. 2 による変更のそのそれぞれの内容は、過去の規格解説記事を参照くだ

さい。第 6 版の Amd. 1 は既刊の本誌 No. 89(2017/8) 、及び第 6 版の Amd. 2 は、既刊の本誌 No. 

108(2019/5)と No. 109(2019/6)です。 

 

各見出し直後のイタリック体のテキストは規格本体のものでなく、筆者による解釈テキストです。 

本解説記事は、本第 7 版に加えられた新規規定、並びに従来からの規定で変更がないものも骨格部分について述べ、

本規格の最新概要をお伝えします。 

6.3 試験サイトで測定されるグループ 2 機器 

6.3.1.3 周波数範囲 150 kHz ～ 30 MHz(6.3.1 伝導妨害の限度値)での変更 

AC 主電源ポートにおける妨害電圧の限度値は、今回変更なし。その値は、表 12 および表 13 に
示されている。 

今版で新規追加されたのは、有線ネットワーク ポートでの伝導妨害の限度値である。 

「試験サイトで測定される機器の周波数範囲 150 kHz ～ 30 MHz における有線ネットワーク ポー
トでの伝導妨害の限度値は、グループ 1 機器と同様に表 7 (試験サイトで測定される伝導妨害の
限度値(有線ネットワークポート）に示される。」が追加された。 

6.3.2.4 周波数範囲 1 GHz ～ 18 GHz(6.3.2 電磁放射妨害の限度値)での規定 

電磁放射妨害の限度値表、表 17 ～ 表 19 の使用方法が解説されている。 

「機器は、表 17 の限度値（ピーク限度値）を満たすか、そうでなければ、少なくとも表 18（加
重平均限度値） または表 19 （APD 測定）の限度値のいずれかを満たす必要がある (9.4.1 の決定
ツリー、図 17 を参照)。」 

 

6.3.1 伝導妨害の限度値 

6.3.1.3  周波数範囲 150 kHz ～ 30 MHz 

試験サイトで測定される機器の、周波数範囲 150 kHz ～ 30 MHz の低電圧 AC 主電源ポートにおける

妨害電圧の限度値は、表 12 および表 13 に示されている。50 Ω/50 μH CISPR 擬似電源回路網 (V-AMN) 

または CISPR 電圧プローブ (7.3.3 および図 1 を参照) を使用して測定すること。但し、表 1 に記載さ

れている ITU 指定の周波数帯域には限度値が適用されない。 
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社長の独り言 
 
 
 
 

2024 年 10 月 14 日 
濱口 慶一 

 
皆様いかがお過ごしでしょうか？10 月の半ばですが、まだ残暑を感じる日もありますね。米の供

給不足が懸念され、価格が異常に高騰しているように感じます。令和の米騒動が起きないか懸念され

ます。最近、財務省が発表した令和 6 年 6 月末時点の国の借金は、過去最高の 1311 兆 421 億円に達

しました。これらを踏まえ、政府も経済安全保障の観点から物事を捉えるようになっていますが、新

しい総理大臣が誕生したと思ったら解散総選挙で、政治状況も安定しているとはいえません。 
 
以前は監督省庁への訪問を断られていた時期もありましたが、最近は月 1 度の割合で訪問し、国

の将来の方向性を確認させていただいております。以前に登録検査機関としての取り消し処分を受け

たことに関して監督省庁から偏見は持たれていません。試買試験業務について、一般公募なので当社

も参加するようにとのお言葉をいただきましたが、私の考える問題が解決されていないため、当面は

参加しないと明言しました。試買試験に関して、NITE から出された結果を 100％受け入れることに

疑問を感じることもあると話したところ、製品安全技術者の力量向上に大切だから、そのような疑問

はどんどん公言するようにとのご指導を受けました。読者の皆さんで試買試験の結果について議論し

たい方がいらっしゃいましたら、コスモスのホームページに公開して議論できるようにしたいと思い

ますが、いかがでしょうか。その際、結果を間違いだと決めつけず、多様な手法による安全規格要求

事項への対応を議論する、というルールにしたいと思います。議論は NITE から公開された案件に限

定しようと思います。個別の製品の案件は当社に相談してください。 
 
監督省庁との話し合いの中で、関係者同士で多くの案件を相談し、意見交換する必要があるとも

感じました。一橋大学の江藤学先生の提唱する、NITE を頂点とした認証機関、業界、日本規格協会

などで構成された新しい協議会の創設を希望しましたが、国は JIS 規格の IEC 規格との整合化を早

く軌道に乗せたいようです。この整合化が進み、IEC 規格ベースの JIS 規格で評価できる業界にな

っていくことを願っています。 
 
第三者認証機関はコンサルティングができないとされていますが、「ISO/IEC 17065: 2012 製品認

証機関に対する要求事項の解説と適用ガイド」の 18 ページに、製品認証制度に関する全般的な説明

会を開催したり、規定要求事項についての一般的な解説を行うなど、個別の認証取得に直接関与しな

い取り組みはここでいうコンサルティングには当たらないと明記されています。他機関の認証案件に

ついての問い合わせもお待ちしています。 
 
当社を退職した技術者が製品安全業界で活動しているケースが多くなってきています。当社の元

技術者として特別な技術を有すると宣伝しているところもあるようです。私は多くの製品安全技術者

を育てた自負がありますが、当社での経験を営業戦略として使用されることには疑問を強く感じてお

ります。 
 

趣味の日本蜜蜂の養蜂ですが、この暑さの影響で巣が溶け、巣落ちという事態になり、悲しいこ

とにすべて逃げていってしまいました。 
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本誌の記事が正確であるよう最大の努力を払っておりますが、間違いが含まれていることがあるかもし
れません。本情報をご使用になられる場合はご自身でもう一度ご確認ください。 

 

株式会社コスモス・コーポレイションは、下記 Web site の運営体からそれぞれ個別の条件の下、Web 情
報の引用、転載につき許可を頂いております。翻訳転載された記事の著作権は原著作権者に属します。 

本誌掲載記事の無断転載を禁じます。本誌の複製、再配布は電子的なものを含み禁じます。 

 

国際機関 IEC: International Electro technical Commission  国際電気標準会議 

米州 A2LA: American Association for Laboratory Accreditation 米国試験所認定協会 

 ANSI: American National Standards Institute  米国規格協会 
 FCC: Federal Communications Commission  連邦通信委員会 

 IEEE: Institute of Electric and Electronics Engineers 米国電気電子学会 

 CSA: Canadian Standards Association カナダ規格協会 

欧州 CENELEC: European Committee for Electro technical Standardization 欧州電気技術標準化委員会 

 ECO: European Communications Office  欧州通信オフィス 

 ETSI: European Telecommunications Standards Institute 欧州電気通信標準協会 

 EU/EC: European Union/European Commission 欧州連合/欧州委員会 

オセアニア ACMA: Australian Communications and Media Authority オーストラリア通信/メディア局 

 NZ: New Zealand Government Radio Spectrum Management ニュージーランド政府 RSM  
アジア BSMI: Bureau of Standards, Metrology & Inspection 台湾経済部標準検験局 
 CNS:Chinese National Standards Online Service 台湾中国国家規格検索システム 

日本 METI: Ministry of Economy, Trade and Industry 経済産業省 

 MIC: Ministry of Internal Affairs and Communications 総務省 

 NPB: National Printing Bureau 独立行政法人国立印刷局 

 VCCI: Voluntary Control Council for Interference 一般財団法人 VCCI 協会 

Cosmos Corporation is granted the copyright authorization for the reproduction of the Web site information from the 

above listed organizations with the individual condition. Further use, modification, redistribution of the information on 

the Cosmos Newsletter on EMC & Safety is strictly prohibited. 
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本誌の複製、再配布は電子的なものを含み禁じます。 

• ニュースレターの内容 

本誌は、EMC、安全、及び省エネ (EMC, Safety and Energy Conservation ) 分野に係り、世界の主要機関
/地域により実施されかつ電気電子製品デバイスに適合が求められている規格/法規制について、その
関連情報を、お届けいたします。 

重要情報を幅広く調査、収集、かつ、要約して掲載し、当該分野の最新情報、潮流をすばやく捉える
ことができるようにいたします。情報源を明示しますので、貴殿の関心により、更に深い調査が可能
です。 

本誌は各国への技術法規適合製品を試験 認証 開発 管理される部門の方にとり必読の内容です。 

 - 対象機関/地域: IEC 等国際機関、並びに、FCC, UL を含む米国、EU 及び UK, CENELEC, CEN を含む
欧州、その他オセアニア、及び日本を含むアジアの各地域 

- 情報源: カバー対象の機関、地域の Web site、或は情報サービス。又、ご協力のご同意を頂いた日本
国内及び米国・欧州・中国・韓国・台湾などの当該分野権威者から提供された情報。 

• 本誌購読のお申し込み方法 

コスモス・コーポレイション CS 部（カスタマーサービス部）まで Yamashita-jun@cosmos-corp.com 

  Tel 0598-30-5225 Fax 0598-30-5571 

- 発行：年間 11 回発行。各号 A4 版、40 ページ前後。 

- 価格：各号 2,000 円 (年間購読の場合 1 年 11,000 円)(消費税込) 

• 本誌の内容案内、ご購読案内は、https://www.safetyweb.co.jp/services/other/publication/ 


